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説 教 《増ヽすき者の人使 》

ある曖、イエスの弟争たちデイエスのもとitふて賞聞争 t_ま す。
「 入

の繭ザ械識が、ヽちばん欄い の`で
｀
ヒようか ?」 。賞 lt突寺傷子もな`に`黒邪氣

な質問で
｀
す。上なる神が一み魯 こ`とな曖鮮し、ナザレのイエスi(メ シ

ァの府鱒、をみとめつつも、この

'攣

の地篠が継会で
｀
健持されて｀`るわけで

｀

械ャく、弟争たちぼ身かの様陣も何もなヽ`まま1電機ってヽ`るのです。

ただ、十ザレのメシアが本領を奔諄 ヒノ(晩 |(|ま 亀分たちltも 何 らう`の

シ色碑が与えられること争夢に見つつ、竜爾ヒの質問をイエスltヒ てみた

ようで
｀
す。

ィェスはある硬餞弟子ノcち の過かな質問 ltこ う掌えたことうヾありまし

た。「、ヽちばん上|(ム ちたヽ`人は、会ての人の横となりなさヽ`、」と。
こち

らは暴邦人とのレし較 ltお ける、「このせ」の派る舞ヽ`lt関 する教えで
｀
ヒ

た。一方、「 人の画(媚中の働)」ではと
｀
うなのう`。何らかの進経現象11期

ィ守で
｀
きるので
｀
しょう0｀ ?

ィェスは、弟子たちlt対 して、人の国のこと寧えや角‡う簡に、そこ|(

入ることを繊ォ抵ぐと諭ヒます。では、どぅゃって
。・・?ィ ェスは近くに

、ヽた1ヽ 事な子供意嗜び寄ゼて、業子たち|(こ う鷲戸)か け崚す。「 :ミ き入

み替えて子供のようlξ ならな|ナ れば、決ヒて人の働it入ることがで
｀
きな

ヽ`.」 と
' o

こくつま鸞 {1、 ユダヤの私会て
｀`
島ヽ`た梅i(あ つたユコデモi(簿 つた時の

言構 とも、よく似てヽ`ます。F識で
｀
もふと曹とから、新たlt上 まねなけれ

(∫

｀
、枠の鑽it入 ること11で きな｀`.」。

新たIt上 まれることは、終黙コ争|(「子供のようになる」こと|(化なり

幾ヤん。そうで
｀
す、人の回ltは この普の権力瑞刊t醸敵する存在はヽ`まゼ

ん。繊と人、唯一の神と、上T関係のな｀`子等な人間たちだけが、そこlt

入圏することうヾ辞されるので
｀
す。

すると、そこ|(入 るス前の、せ体のせ暴との関係を強ヽヽられてヽ`る、暴

場の予補軍争、
~体、識がキってく才tる ので

｀
しようう` ?

そもそも、人の醸で
｀
も神の国で

｀
もなヽ`愛なさせふで

｀
景直it「 子供のよ

ぅで
｀ヽ
る` 」こと|ま可能なので

｀
しまうか?ふ 爾ヂ織がそうしたよう|(弟

争たちも、1聯 イエスI(鰻 ヽ`賛すべき1をで
｀
はなヽ`ので

｀
こようう` ?

機ら|ま この誉 |(ぉ けるィ』餞ス母薔常き一準まく妊るた哨知
tあ ります。



小学キ)ナ ストがそこ|(お らオ
/ヽるの1で 、この増貯は申Tら ')暴 ヽ`Ctめ る気番亀もなく、

手イ
‐
部イ
`Pう
畿ヾ狩 し、権力者やその手下は、メシアの金争奪う ことしか鎮に

あり妻ぐん。そうて
｀
ず、メシアて

｀
すえも危険神まりな、ヽこの世界で

｀
「争

供のようて
゛ヽ
るヽ」こと11漁 裁行為で

｀
はなヽヽのて

｀
こょうか ?

イムス械、暴子たちが爆れてヽ`ることが絆なのかは、お几颯しで
｀
した。

その1をイエス|す弟十たちlt、「子供のよう|〔 なること」と、 イエスの名の
ノ]め に「こ才ヒらの小fき 意争費け入れる」ことの穐論`な教えます。こ″ヽ

1壼春きサマリア人のお話にあるご
｀
とく、F降人 1電対する変」と「隣人とと

ての策b、 これが蒟ムしてこそ隣人度(1寃咸するのとよく仏てヽ`減す。
そう、人は粋う`ら一方白サi(銅蜀 ま`費けとものて

゛
械なく、創i違ムで

｀
ある

神の鶯恙争この濯Ч〔対こて賞塊ヒてヽ`く義務争負ってヽ`るので
｀
す。ただ、

11中の子キ )リ ストで
｀
さえも手争焼:く イ事部fPな この普からキ)リ スト・イムス

が事ってしまっ′(ら 、やと人の関督凛1え会 |(断絶してしまうのて
｀
はなヽ`

で
｀
こょヽ う`か?そ の時、臨上|(式李ねた、「 ヽ`ど小さき子供のような存
友 」械ど
｀
うなってこまうので

｀
こょう…・?そ のJヾ画ζきれ試ヒてくれる

の11人使の存在で
｀
す。1日 ‐計約賀奮ぼ沖と人間ルス本の幕栽争、極力お卜除す

る構封叫〔貫かれており、その影響から力`、.人幾で
｀
もサタンで

｀
もなヽ`預會

者の価値をi味員宮んずるところがあります。これitレしべたら人イえのイ貞働

ぼ豊って隠定的なもので
｀
こう`ありません。ただ、この人イ史がヽ`てくオヽる

だかげで几寺られてヽ`る「ヽ`と小1き 者」の存栽が、T藤 の十う`ら1壼い

出た一重の半に学えられます。そうで
｀
ず、この手とイヤとの関係機、十れ家

り持つ入彼の働きltよ ってしっかりと寺ら

“

亀ることとなり、やの力が及

ぶとき1て 、半|ま必ずオ史ヒムギれ、爆錢され、熱寧、人の国(=神の働)へ とオ修

き入れられることう満 ネすれてヽ`るのです。

鋭 数 《一せえの九 》

イム牧瑠詩の関桑應無 |〔 械ふ迪りの億牽嗜ヾあります。事 1ヽ行 い争ずれば

瑾熱 講`黒|ヾ得られる暮餞暮象、さらtt、 建ヽ`行ヽ`摯すれば
'慈 い織業とな

る轟朧轟ぷ、この上つ争李わゼて閥采應報となり議す。

義人pザ命人生の構キぼ崚f lt幕餞事求そのもので
｀
したが、突然災ヽ`

デ降りう`かるとヽ`う季理 |(几舞われ職す。彼の轟ぼ暴雑のpず
｀
が、神か

ら試みらオヽも纂争見て夫撃し、槙 |(こ う囀きましノで。「 あヤたは沖争吼



嗜て`几ぬべきだ(=猿 217)。 」と。すると、ヨブ
｀
はこう碁え減す。「 ね菫械

沖力`ら幸れ 會`費 |す るのだもヽ傷、災ヽ`なも費けようで1賞 なヽ`ゆ`(ガ鍾 :fθ )」。

預警者ユゼキユルが勢る神の市響韓〔薇の4簡が嵐てきます。「 メtと え

その十 1〔 あのム人の人滋Lノ ア、夕ニ゙ユル、コプがヽ`たとしても、彼らうゞ、

その義 |(よ って救えるの機禽分の命だけて
｀
ある(■ゼキエル創孝:解 )。 」。バビ

9ニ ア補
｀
朧銀‖(ユ ダヤ人の農者がユぞキユルlt伺 ヽ`きЙて/t時の、神の

鞠,Sデ拳 |ず られます。鞠ょ遮は、ユダヤ人うヾ餃外な夫ったその凛職が、薇ら

の季確仲 と橘イふ漿諄 itあ ること争縮よ島ヒますが、書人′(ち には自らの地

夫ゴ〔縛する、何の農犠もなけれlf′降ヽ`彼めもなく、ただ時間だけが地ぎ

去って 1ヽる 魂賞がホfみ、さヒあたり彼らな救う手上てがなヽ`ことが諸

られます。もこ今、彼 らの十11基史上の二人の義人がヽ`たとしても、救わ

れるの11、 そのス人だ|ナ で、しかも一代かき
｀`
りで
｀
あると。事囲薔采も恙鶴

恙桑も‐″懸代嗜`き
｀`
り。枠から変1れ て十孫警栄のネ永うヾホすれても、構恥S

i(Aす る人銀デム現すれば、繁栄もそ繰までてあると。

とかと、ファ),ザ イ人 |(限 らず、イエスの鶏十鍵ノξちも、たとえば嵐れ

つきの春書とヽ`う陣客争負う人は、統か本人が大きな罪なれ したことlt

よる鐵黒應報 (鶏 鍛痣翠⇒ で
｀
あると集解してヽ`たようてす。

さて、コノヽネ:1島孝罐口t養聴する、その上オtつ き会営の咸人露怯 (ヨハネi:特

7:21)は 十ヽヽ11し て凸机デ代本でした。これ11、 千均寿令うヾ3θ 歳 |(満 た

なヽ`多時として11と てもめずらしヽ`ことで、彼はけっして人滅孤独の身

の上で
｀
はなつ`っ′書のて

｀
す。地ぎ去った地壌

=1な
り晨すことはて

｀
きまゼん。

ただ、凸拳亀》夫う舗耐(通 ヒく上きる衛争身 itつ けなけねばなりまだん。

イエスつくある日、彼の市な:颯 りかかった城目て、そのチャンスがおとず

れました。九ず
｀
、薬子ノ〔ちが、イエス|(苺ね減ず、春雪 11機の罪の嚇い な`

のう`と。するとイエスは答えます。「 本人うヾ罪を私した0｀ らで
｀
も商机が

罪参犯ヒたう`らで
｀
もなに`。:iヤ の驚うヾこの人 it塊われるためである。」。そ

う、環鶴械季明の地書 itあ るのではなく、奪雪の本末にあるのだと。イエ

スは、せの鶯めに、そこう`ら人が竜らオtたた輌のユ<幾せ記2:7)争オヱねて、こ

の人の鶏の上ltぬ り、シロアムとヽ`う貯ふj七 t(行 って洗浄しなさヽ`と金

ビます。総水池どしてf'1踊 してヽ`たので
｀
しよう。希utはλえなくとも鑢

嘆ぼ持ってヽ`威ヒ/(。 彼は、すわれたとおり11、 そ0進 を通り、そこで
｀
自

かの議参滅い まヽす。夜の日|ま 輔かれ駿した。そして、希管のネネ(1そ の

働奪う`ら難まったので
｀
した。


